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松山支部第１地区会会員紹介 : 有限会社 矢野商事　矢野 宏道さん

松山支部第１地区会10月ハイブリッド例会

　有限会社矢野商事
で、矢野質店を経営
する矢野宏道さんは、

「花園まちづくりプロ
ジェクト協議会」の理
事長の顔もお持ちで
す。2017 年に開催さ
れた国体の際、花園
町の歩道空間拡大・
景観整備工事がなさ

れました。これを契機に、地域と行政が協力して花園町に
賑わいを呼び込むプロジェクトが立ち上がりました。その
理事長に矢野さんが就任したのです。

　行政との折衝の中では、協議が難航して事業をなかなか
前へ進められないこともあるそうです。そうした状況でも
矢野さんは「辛い時ほど、どれだけ地道な努力ができるか
が問われます。コツコツ真面目に取り組むことで展望は開
けます」と前向きです。そうした矢野さんのリーダーシッ
プにより、プロジェクトでは「お城下マルシェ」や「花園
町ブライダル」など、様々な企画立案・運営を行い、松山
市内外からたくさんの人々が花園町を訪れるようになりま
した。取材の最後に矢野さんは笑顔でおっしゃいました。

「生まれ育った町の発展のためにこの仕事をやり遂げない
と、安心して死ねませんよ」。

寄稿：髙橋 大輔さん
（ソニー生命保険㈱松山支社／松山支部第１地区会）

矢野さん

◆ 報告者：大石 一浩 氏
㈱ネッツトヨタ瀬戸内 モビリティー事業部 部長／愛媛同友会 松山支部第１地区会幹事

◆ 日　時：10 月 12 日（水）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：二番町ホール・Zoom

　今回の例会報告の
タイトルは座長の勝
手な文字いじりをし
ています。大石さん
の話を聞かせていた
だく中で、『レーゾン
デートル（存在意義）
を見出し、会社をよ
り高みへ！』という
ことで触らせていただきました。そこは意味が分からな
い。。。というご意見もありましたが、例会の報告はさすが
大石さん！といった感じでとても分かりやすく話してくだ
さいました。

　まず、会社の使命として『地域創生』を掲げており、同
友会としても『強靭な地域づくり』を目指している視点。
ここはそれぞれがマッチしている内容です。しかし、企業
によって仕事の内容はマチマチなため出来ることも変わっ
てくる。ネッツトヨタ瀬戸内でできることって何だろう？
と考えた時に、時代の流れとしてよく耳に入ってくる『高
齢者の事故多発』や、それに伴う『免許証の返納問題』。車
に関連することだからこれはどうにかしないといけないの
では！？自社だからできることってあるんじゃない？と気が
付き実践に移すこととなる。
　最初に取り掛かったのは、高齢者に対するヒアリング。
そこで出てきたのは移動手段がない（駅やバス停までいく
のが大変）ために外出を諦めていた人たち。日常生活で必

要な通院や買い物ですら最小限に我慢している状態なの
で、友達に会ったり楽しみのための外出なんかもってのほ
か…。『こんな生活でいいの！？』と腰を上げた大石さん。ア
ウトサイド（地域）イン（事業）の視点により、『チョイソコ』
のサービスを展開。価格帯はバス＜チョイソコ＜タクシー。
設置した最寄りの停留所から地区内の停留所へ。
　高齢者が外に出ることで、健康に歳を重ねられ、地域で
お金を使ってくれる。素敵なサービス。
　今回のタイトルであ
る『レーゾンデートル

（存在意義）』。各企業す
でにそれがあるから会
社として成り立ってい
るのだろうが、裏を返
せば時代の流れにより
存在意義を失うことも
でてくるかもしれない。
過去・現在・未来の自社を見つめ、時代が求めていること
に対して自社の得意な部分で勝負する。その繰り返しが自
社のレーゾンデートルを高めて行ってくれるのではないで
あろうか。

　今回の報告の大石さん、他地区からの参加、率先して学
びに参加してくださった皆様。本当にありがとうございまし
た！今後も同友会の仲間として高め合っていきましょう！

寄稿：平岡 裕矢さん
（NPO 法人家族支援フォーラム／松山支部第１地区会）

見い出せレーゾンでトール！
～ アウトサイドインの視点で ～

大石さん
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松山支部第２地区会10月ハイブリッド例会

◆ 報告者：桑波田 健 氏
岡田印刷㈱ 代表取締役／愛媛同友会 理事・松山支部支部長 松山支部第２地区会地区会長

◆ 日　時：10 月 24 日（月）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：一番町ホール・Zoom

　松山支部第２地区会 10
月例会は、報告者に松山
支部支部長 松山支部第２
地区会地区会長 桑波田健
さんを迎え、働き方改革
の取り組みを中心に、同
友会との関わりも合わせ
報告いただきました。
　引き継いだ会社が再生
の道へと、少しずつ上向
きに進んでいたさなか、同友会からの投げかけで、「働き方
改革事業」に取り組まれました。その理由には、『企業理念
を達成する』『お客様を満足させることが出来ない』『採用
が難しくなる時代が来る』などが挙げられました。しかし、
見事に、落第！してしまいます。なぜ落第してしまったの
か？振り返ると、やりっぱなし・受け身・スタッフさんの
理解が得られなかった などなどに気づかされました。
　社内では、「今のままでよい」という雰囲気がある中、「こ
のままでは終われない」と再挑戦。さらに、コロナ禍も経
験し、ひとりも取り残さない宣言、をします。
　再挑戦として、取り組んだのは、全社をあげて自主的に
主体的に取り組む、最初は小さなことから取り組む、みん

なの声を聞き反映する、DX の研究 などなど。その結果、
社風が変化し、社内でビジョン・夢が描けるようになって
きた、自分事として取り組む幹部が育成できたそうです。
厳しい外部環境にもかかわらず、明るい未来を見ることが
できました。
　管理職の皆さんが中心になって動き始めた数々の取り組
みからは、「モヤモヤを出す・解決する」という共通言語が
生まれました。さらに、職場の「心理的安全性」がキーワー
ドだ、と実感されているとのこと。心理的安全性とは、上司
の顔色をうかがっていたのに、聞く姿勢が身に付き、コミュ
ニケーションを取ろうとする姿勢が大切と気づきました。
　桑波田さんは、中小企業家同友会の理念 労使見解（①経
営者の経営責任の確立  ②経営指針の成文化とその全社的実
践  ③社員をもっとも信頼できるパートナーと考え、高い次
元で団結し、共に育ちあう  ④外部の改善に労使でチカラを
合わせる）や、企業変革支援プログラム等のツールや、仲間
達 特に、同友会の仲間達に支えられた、と報告しました。
　桑波田さんには、働き方改革に取り組んだ背景に始まり、
そこで得られた成果、同友会の良さも教えていただきまし
た。ありがとうございました。

寄稿：辻内 秀明さん
（㈲つじうち／松山支部第２地区会）

私は今日まで生きてみました。時には誰かに助けられて。

桑波田さん

松山支部第２地区会会員情報：岡本悠己中小企業診断士事務所　岡本 悠己さん
　昨年 12 月に起業して、今年の８月に入会した岡本悠己
さんの「岡本悠己中小企業診断士事務所」のシェアオフィ
スを先日訪問しました。
　岡本さんは前職で会計事務所に勤務していた時に、多く
の補助金受給の手続きを顧客の企業に代行してあげていた
のですが、そういった補助金を多くの経営者が知らない、
それを伝える人も少ないといった現状でした。

　そのような情報を経営者
さんに教え、有効に使える
方法を一緒に考えようとい
う想いが起業のきっかけだ
ということです。
　ものづくり補助金、事業
再構築補助金、小規模事業
者持続化補助金などの経済
産業省が扱う補助金を得意
とされているそうですが、

他にも愛媛県や松山市が扱う補助金申請などもしているという
ことで、何か自社で使える補助金がないかどうか、会員企業さ
んもまずは岡本さんに相談されてみてはいかがでしょうか。
　　TEL：090-8058-0052　
　　E-Mail：okamoto425@me.com　
　　URL: https://okamoto-keiei.com/
　当初は顧客開拓にも苦労されていたようですが、少しず
つ持ち込まれた案件をこなしていくうちに、大きな仕事も
まかせてもらえるようになったということでした。
　趣味は海外旅行でフランスには７回も行っているそう
で、「将来は補助金の受給手続きだけではなく、日常会話
くらいなら英語もできるのでそれを活かして、輸出業務の
関連サポートのような仕事もやっていきたい」などと岡本
さんは、この日多くの可能性や夢を語っていただきました。
お忙しい中ありがとうございました。

寄稿：日野 啓介さん
（日野啓介社会保険労務士事務所／松山支部第２地区）
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松山支部第３地区会10月ハイブリッド例会

◆ 報告者：
【トークディスカッション】
米田 順哉 氏  NPO 法人家族支援フォーラム 理事長／愛媛同友会 代表理事
石原 公彦 氏  Keystone Bar 代表／愛媛同友会 松山支部第３地区会 幹事
川﨑 暁子 氏  ㈱エルパティオ 代表取締役／愛媛同友会 松山支部第３地区会 副会長

◆ 日　時：10 月 18 日（火）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：二番町ホール・Zoom

利益を出し続ける企業＝「労使見解」の実践企業
～ 故・田山謙堂氏（元・中同協会長）例会動画から学ぶ「労使見解」 ～

　1975 年、戦後数十年余りに渡って、労使の紛争に悩まさ
れてきた経営者の一部の人たちが、中小企業家同友会を立ち
上げ、経営者としてのあるべき姿勢を問いかけ、労使関係の
創造的発展こそ企業成長の原動力であることを述べたものが

「労使見解」です。その骨子は、第１に経営者の経営姿勢の確
立、第２に経営指針の成文化とその全社的実践、第３に社員
とともに育ちあう教育（共に育つ）、第４に外部経営環境に労
使が力を合わせるというものです。
　今回この例会が一方通行的な講演ではなく、パネルディス
カッション形式にして石原さん、川崎さんが米田さんに質問
し、それを噛み砕いて説明して頂き、参加者の理解も深まっ
たと感じています。
　「経営姿勢の確立」とは、経営者として一番重要なのは、い
かなる困難な状況があっても原因を他の所為にしたり、仕方
がないと諦めないで、経営の維持と発展に全力を尽くして情
熱を傾けるという姿勢が大切ということ。そして労働者の生
活を保障するとともに、高い士気の下に労働者の自発性を発
揮させる状況を作る、そうすることが従業員と会社との信頼
関係を作り、正しい労使関係を樹立することができるという

ものです。
　そして、「対等な労使関係」
も謳っていますが、ここは経営
者から異論があるところ。
　何故なら経営者は資本も生産
設備も一切を提供しており、全財産を投げ出しています。一
方、労働者は体一つで働いている、これのどこが対等なのかと。
しかし、近代的な労使関係という立場に立つなら、従業員と
経営者は一定の契約に基づいて労働力を提供し、働くという
契約関係である以上、対等ではないかと問いかけています。
　とは言え、労使関係は「対等」で「パートナー」であると
した考え方は、当時も今もかなり衝撃的に受け止められてい
ます。理屈は理想だが実践は難しい。
　11 月例会でも松山第３地区会は同じテーマで更に理解を深
めます。みなさま是非ご参加ください。
 寄稿：杉本 太一さん

（特別養護老人ホーム梅本の里／松山支部第３地区会）
（ この文章の内容は松山支部第２地区会幹事の日野啓介さんの

SNS のレポートから引用し、参考にさせて頂いています。）

故 田山謙堂さん

　松山支部第３地区会の 11 月の会員訪問は、車・バイク・
自転車・料理など多趣味な社会福祉法人松山紅梅会 梅本の里
のグループホーム計画作成担当の野中康志さんを訪問させて
いただきました。「嘘をつかない、ごまかさない」をモットー
に、高齢者総合社会福祉事業に取り組まれています。
　梅本の里では、他の介護施設にないような地域に根差した魅
力的な取り組みをされています。デイサービスに託児所が併設
され、お年寄りと子どもたちの声が響き合う「小梅」。特別養
護老人ホームやデイサービスに、地域のみなさんも利用できる
レストランや銭湯が併設された「いつもの」。すべての屋台が
100 円！打ち上花火も上がる！今や小野地域の祭りとして地域

松山支部第３地区会会員情報：社会福祉法人 松山紅梅会　野中 康志さん
の人が毎年楽しみにしている「梅本の里 夏祭り」など、みな
さんにも必ず 1 度は訪れてほしいと思う魅力溢れる取り組みで
す！そのような取り組みを通して、異業種や外部とのつながり
が少ないという課題を抱えがちな介護業界の中でも、「ごちゃ
まぜ福祉」をテーマに地域にいるすべての人たちの力や役割を
紡ぐ地域共生の取組を現実にされていっています。
　「地域の方が住み慣れた地域で、その人らしい生活を安心し
て最後まで続けていけるようにしたい」と熱く語っていただ
いた野中さんは、地域のイベントにも積極的に参加されてい
ます。「地域のイベントに参加するのも面白いですよ！」と満
面の笑みで答えてくれました。その笑みの先に、地域の人た
ちとの顔の見える信頼のつながりがあることは容易に想像で
きました。そのような現状があっても、入会後すぐに地域共
生委員会に参加し、学び続ける野中さん。そんな野中さんの
学びの姿勢に刺激をもらうと共に、中小企業にとっての地域
共生の重要性と可能性を感じる会員訪問になりました。

寄稿：重松 大介さん
（㈱ Future Select ／松山支部第３地区会）

左から中道昇さん、野中さん、鎌田大輔さん、中村剛さん ※こちらから動画をご覧いただけます。
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◆ 報告者：越智 聖 氏
越智聖税理士事務所 税理士／愛媛同友会 四国中央支部会員

◆ 日　時：10 月 19 日（水）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：しこちゅ～ホール・Zoom

納得して納税できる財務形成
～ 現役税理士がコッソリ教える税務調査の実態 ～

　税金はどの会社、どの個人にもかかわってくることだと思
います。その税金により経済を支えているのは間違いないこ
とだと再度考えさせられました。正しい税の納め方を知るこ
とにより、自分たち、または周りにも迷惑をかけない事こそ
健全な会社経営だと感じます。今現代政治にも興味を持つ若
い世代の方も増えています。私たちの納めている税金でこの
国が良くなるようしっかりと知識を付け社会に貢献できるよ
う取り組みたいものです。まだまだ知らない税金の知識はあ
ると思いますので、その時は是非今回の報告者である越智さ
んにどんどん聞いてみましょう。越智さんも遠慮なく聞いて
くださいとのことでした！
　今の日本は不況と言われる中で、知識を付けてより良い会
社がたくさんできれば、また社員さんも満足できる世の中に
なると思います。そのためにも皆さんで知識を共有しあうこ
との大切さを伝えていければと思います。

寄稿：菅 好裕さん
（ネッツトヨタ瀬戸内（株） めんどり店／四国中央支部）

　四国中央支部 10 月の例会は越智税理士事務所の越智さん
でした。今回のテーマ「納得して納税できる財務形成」でし
たが、私も税金について全く無頓着な人間であったため、今
回座長をするにあたり税についての勉強にも興味がわきまし
た。報告の内容で、聞きなれない用語がとても多く事前の打

ち合わせでも越智
さんに質問ばかり
でした。その中で
も普段私たちが知
らない情報であっ
たり、正しい税の
納 め 方 で あ っ た
り、税務調査が来
た時の対応など普
段教えてくれない

知識を知ることができました。特に「この役職の方が来られ
た時は気を付けてくださいね」などプチアドバイス的なお話
もあり、皆さんもこの役職の方が来られた時は気をつけよう
ね。など少し笑いも入れながらの例会でした。後、修繕費の
考え方のアドバイスもいただき、実際に会社でもそうしてみ
ようという声も出ていました。

越智さん（左）と座長の菅さん

会場の様子

四国中央支部会員情報 : 株式会社 美寿寿　長野 禎毅さん
　四国中央支部の元支部長である「ギフトショップみすず」
の長野さんが、約１年半前に洋菓子とワインの「シャトレーゼ」
にフランチャイズ加盟し、新居浜東店をオープン。経緯と現
状を副支部長の合田が聞いてきました。

　ギフト店の頼み
の綱は冠婚葬祭、中
でも結婚式が大商
いのチャンス。ギフ
ト業界として、将来
を考えると、少子晩
婚化は非常に頭の
痛い問題。今後の
展開を 10 年以上悩

み、模索してきたそうで、５年ほど前に、徳島県中小企業家
同友会の勉強会で仲間に、今すぐ行動しなければと背中を押
されて行動に移しました。友人が埼玉県でシャトレーゼを経
営しているそうで、現地で視察して、色々教えてもらい、こ
れなら「行ける」とピンと来たようです。
　その準備、研修などしている時に、新型コロナが日本に上
陸し、更に冠婚葬祭のギフトの需要が落ちました。ギフト店

は店舗の統廃合と、本店の三分の二を賃貸に出し、縮小し、
洋菓子とワインのシャトレーゼの経営リソース傾注。
　私が訪問したのは夕方で、入店すると、奥様を始め、若い
女性スタッフ中心にテキパキと接客。気持ちよく迎えて頂き
ました。奥の部屋での取材が終わり、店舗に戻ると、老若男
女のお客様がいっぱいで繁盛している。私の妻も娘が山梨の
大学に行っている事もあり、シャトレーゼの大ファンで、ラ
インで○○を買って来いとの指令。ついでに、蔵出しの生ワ
インも買って、帰路につきました。 寄稿：合田 夏樹さん

（㈱スズキ販売四国中央／四国中央支部）

店舗の外観

店内で接客する長野さん

四国中央支部10月ハイブリッド例会
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今治支部10月例会

◆ 報告者：渡部 伸哉 氏
㈲三和興産 代表取締役／愛媛同友会 副代表理事・今治支部幹事

◆ 日　時：10 月 17 日（月）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：テクスポート今治

「Shinya came back」
～ 死に直面して見えた本当に大事なもの ～

　今治支部 10 月例会は、突然のくも膜下出血に倒れるも
一命を取り止め、しかも後遺症を残すことなく奇跡的に快
復された渡部さんに報告発表をいただきました。
　思いもよらぬ突然の病からの復帰を通じ、人とのつなが
りや今現在を大切にす
る気持ちが一層強くな
られたそうです。そう
いう観点からその経験
の思いの丈をリアル
に伝えたいということ
で、会場出席限定での
リアル例会開催となり
ました。くも膜下出血を患った時に偶然参加していたズー
ム会議の実際の映像とその時の生々しい話を自分の身に置
き換えて考えさせられる実体験に基づく例会報告でありま
した。
　今回のことで渡部さん自身死を覚悟した瞬間があり、そ
の時に真っ先に頭に浮かんだのは家族と社員の方々のこと
だったそうです。家族と同様に社員の方々の生活は大切で
守るべきものとしての意識がとても強いことがわかります。
　渡部さんは同友会での学びを通じてこの 14 年間欠かさ
ず経営指針書を作成更新し続けておられます。さらに経営
指針書を作成するだけではなく社員間で共有している自負
もあったそうです。しかしながら今回の突然のリーダーの
不在に会社が混乱する場面が思いがけずあったそうです。
そこで「経営指針書の作成更新及び社員間での共有」から

もう一歩踏み込んで「経営指針書の社員間での共有から共
感』への進化を目指すことを次なる目標とされているそう
です。また「可能な限りの社員への権限移譲とその人材の
育成」も急務であるともおっしゃっていました。どんな困
難な経験もそれで終わりではなく次なるステップへの糧と
する姿勢には頭の下がる思いです。
　今回の例会報告で決して会社を支配するのではなく社員
の方々や地域の方々に謙虚に誠意をもって接し、細く弱く
はあっても長く社会と関わっていきたいと私自身思いまし
た。健康に気を付け、まずは自分と自分の周りの人たちの
幸せを願って。
　有意義な優しさ溢れる時間を下さった渡部さん、本当に
ありがとうございました。

寄稿：阿部 友広さん
（阿部建設／今治支部）

座長の松田泰幸さんと渡部さん（右）

支部を超えて大勢が駆け付けました

　支部幹事の宇佐裕次さんと２名で今治支部長の杉原さん
が経営される㈲周桑電機工業所に企業訪問させて頂きまし
た。日中の訪問ということもあって社員さんの働く姿も見
られるかな？と期待していたのですが、あいにく前日の夜
勤明けということでお休みされておりました。

　杉原さんは入会
されてから経営指
針を成文化されて
おりますが、継続
して更新しておら
ず、今まさに新た
な経営理念を元に
現状に見合った指

今治支部会員の経営指針　有限会社 周桑電機工業所　杉原 一史さん
針成文化の真っ最中とのことでした。
　現在の経営状況は可もなく不可もなくといった状況で、
安定的な下請けの仕事をゆっくりと成長させていっている
とのことでした。その後、３人で後継者問題についての論
議となりましたが、杉原さんご自身からは今の時代だから
こそ考えられる会社の存続の仕方について語っていただき
ました。具体的な話も踏まえいろんな選択肢がある中から
最良の形で会社が存続していけることは大切なことだと共
感をいたしました。
　一つだけ課題を提言させていただくとすれば、少し事務
所の整理整頓をされたほうがいいのかな？と…（笑）

寄稿：渡部 伸哉さん
（㈲三和興産／今治支部）渡部さんと杉原さん（右）
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伊予・松前支部10月ハイブリッド例会

◆ 報告者：黒川 洋輔 氏
㈲キャンパス 取締役／愛媛同友会 今治支部会員

◆ 日　時：10 月 21 日（金）18：30 ～ 21：000 分
◆ 会　場：二番町ホール・Zoom

“共に学び” “未来を語れる” パートナーはいますか？
～ 経営者と社員が真剣に語り、築きあげた信頼関係 ～

伊予・松前支部会員情報 : 有限会社 遠藤青汁　中井 英明さん
　〝自然のままをすなおに頂く〟栄養と美味しさにこだわっ
た遠藤青汁の宅配事業をされている㈲遠藤青汁 取締役社長 
中井英明さんを訪問してきました。

　遠藤青汁の立ち上げから関わってこられた縁で事業を引
き継がれて 10 年、ご自身も青汁を飲むことで病気が良く
なったそうです。お客様の中には毎日１リットル飲まれる
奇病難病を患っていらっしゃる方や、癌予防に飲まれるお
客様も多いと伺いました。
　自社店舗に於いては原料となるケールは、栄養価の高い原
種だけを使用しているため商品の増産は簡単ではなく、現在
は農商工の連携に力を入れて、オリジナルの加工食品やケー
ルを使った新たな商品の開発をおこなっておられます。
　中井さんご自身は、近いうちに親族に事業を承継し、農
薬や化学肥料を使わない自然栽培で農作物を作りたいとこ
れからの夢を楽しそうに語っておられました。皆様、ぜひ
健康維持のために遠藤青汁はいかがでしょうか。

寄稿：影浦 一夫さん
（㈱リーサン／伊予・松前支部）左から今村暢秀さん、中井さん、社員で娘さんの和田瑛さん、影浦さん

をよく知る事が大事で、相手はもちろん、自身も知っても
らう “ 自己開示 ” が必要だと言われました。
　２月に取締役となった黒川さん、各事業所で「法人版
Dr. コトーをめざす」という思いを伝え、「あなたの想いの
実現を応援します」という新しい理念を掲げました。宇佐
さんとの関係づくりを今度は社員さんとの関係づくりにつ
なげていかれる黒川さん。指針や理念を通じて社員さんと
未来について話し合うキャンパスさんの社内風土は大変う
らやましく思いました。
　黒川さん、たくさんの刺激をいただいたお話、本当にあ
りがとうございました。

寄稿：武田 正輝さん
（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

　有限会社キャンパスさんは高齢者福祉と障がい者福祉の
事業所を東予で８ヶ所運営。各事業所で運営理念と事業所
指針を作成し、共有されています。
　黒川さんは９年前に週１回のバイトとしてキャンパスと
関わり、その後入社。自分で訪問看護事業をしたいと思っ
ており、キャンパスにも３年ほどの在籍と考えていたそう

ですが、その
考えも変わり
ます。きっか
けは入社時に
宇佐裕次社長
との対話。漫
画 Dr. コトー
の よ う に な
りたいと語る

黒川さんの話を真剣に聞く宇佐さん。それが信頼の第一歩
だったと黒川さんは語ります。そこから責任者として働き
ながら、訪問看護や業界、会社の未来の話をするうちに楽
しくなり、ここなら Dr. コトーをめざせると思うようになっ
たそうです。
　不安もあると言いますが、その都度、相談したり、仲間
と一緒に進めたり、任せ続けてもらえる中で信頼しても
らっている、経験から得られるものもあり、「パートナーに
なる環境を作ってくれた」と感じているそうです。お互い

座長の堀内章さんと黒川さん（右）

会場の様子
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すぐに、
簡単ログイン♪

今すぐ
使ってみよう！

　愛媛県中小企業家同友会では会員同士のコミュニケーションを促すとともに会の活性化を目指し、「会員名簿アプリ」を導
入しました。ぜひインストールしていただき、積極的にご活用をお願いします。（スマホ・タブレット・パソコン端末）
今後、会内の公式の連絡の遣り取りは名簿アプリに集約していきたいと考えております。

愛媛県中小企業家同友会「会員名簿アプリ」の機能

無料
電話

スケジュール
（e.doyu）

個人・グループ
チャット

名簿閲覧
検索

お問い合わせ　愛媛県中小企業家同友会 事務局　TEL 089-948-9920  E-mail info@ehime.doyu.jp

愛媛同友会『会員名簿』アプリ 活用のお願い

簡単インストール！　スマホ・タブレット・パソコン端末から！

iOS iPhone Android
PC版（ブラウザ）

https://web.doyumeibo.jp/#/
初回のログインに、e.doyu と同様の ID と
パスワードの入力が必要です。お分かりになら
ない場合は事務局までお問い合わせください。

こちらのQRコードを
読み込みますと

マニュアルの
ダウンロードが

始まります。

名簿アプリの
使い方勉強会動画は

こちら

マニュアルダウンロードはこちらのURLページの一番下から。
http://ehime.doyu.jp/news/details/detail.php?news=778

もしくは
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【2022 年度  中堅社員研修】 実施報告

◎発表形式がとても分かりやすかったです！
◎ 経営者もたくさんの気づき、学びがあり、次回は社員と

共に参加したいです。
◎ 今回、このような機会に参加出来た事をとてもうれしく

思います。会社に戻り、今回一緒に参加したメンバーと
理事長と熱い討論をしたいと思います。

◎ 経営者とパートナーとしての意識の持ち方を全く考えてい
なかったので、その在り方や意識を持つことが出来ました。

◎初参加で大変緊張しましたが、とても素敵な時間でした。
◎経営者と社員で共に学べる機会になり良かったです。
◎ 会社のことを考えるのはもちろんのこと、自分自身を振

り返るきっかけになりました。
◎ ４名の幹部社員さん実体験の報告。経営者と一緒に良い

会社づくりに取組まれた内容で、非常に参考になりまし
た。玉井先生に、そこを上手く引き出して頂きました。

◎ 皆様のお話を聞き考えていく中で、自身の現状と、なり
たい状態のギャップがあまりにも大きいことを再認識し
ました。一緒に参加した社長と幹部社員と帰ってから、
一緒に今後の事について話し合ってみます。

などなど…感想を頂きました。有難う御座いました。
寄稿：堀内 章さん
（求人教育委員会）

◆概要　『中堅社員研修 ： － 目的・カリキュラム －』 
【第１講】 中堅社員の役割を学ぶ　
　　　　 7/5 ㈫　杉本氏（特別養護老人ホーム 梅本の里）

【第２講】役割を果たすために必要なスキルを学ぶ
　　　　 7/11 ㈪　鈴木氏（㈱ハート）

【第３講】「経営者と社員はパートナー」であることを学ぶ
　　　　 7/27 ㈬　黒川氏（㈲キャンパス）

【第４講】 「パートナーとなれる資格」とは何かを学ぶ
　　　　 8/2 ㈫　馬場氏（㈱フェローシステム）

　各講義のコーディネーターは、パートナーシップ経営の
玉井和幸氏にお願いし、報告のあとグループワーク、ディ
スカッションで学びを深めていきました。中堅社員が先輩

（報告者）から、どうすれば良いかのヒントを貰い、ご自身
で考えて行く研修を行いました。

◆ さて、みなさんの会社の社員さんは育っていますか？社員
さんが育たないと企業の成長発展はありません。今回の中
堅社員研修は、経営者とパートナーの関係を築かれている
各企業の幹部社員さんに報告して頂きました。 報告者の
方は、最初は一般社員からスタートされ、いろいろな経験
を積みながら社内での信頼を得ることや、必要なスキルを
身につけ、どのようにして社内で重要な役割を果たすよう
になったのか、経営者との関係がつくられたのか等の実践
報告をしてもらいました。参加した社員さんにとっても、
また参加企業の経営者にとっても学びの多い研修になり
ました。これからも同友会らしい質の高い研修を企画して
いきます。皆さん有難う御座いました。

◆最後に受講生からアンケート内容を抜粋しました。
◎ 経営者のパートナーとして実際に活躍している方の、生

の発表をお聞きできたのは非常に良い経験になりました。
◎ 代表の方だけでなく、グループの方たちの話がとても勉

強になりました。このような機会に参加ができて良かっ
たと思います。

熱心に学び合う受講生の皆さん

　皆さん、こんにちは！「中堅社員研修」を７月５日から８月２日までの４回に分けて、同友
会らしい経営の本質を学び合う研修を行いました。（参加者９社 20 名）

今回の研修は為になりましたか？　14件の回答

14
（100％）

今回の研修はわかりやすかったですか？　14件の回答
10

（71.4％）

４
（28.6％）
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各地同友会と中同協から約 300 名が参加！
人を生かす経営全国交流会 in とくしま  参加者レポート

　10 月 20 日・21 日に開催された「人を生かす経営全国交流会 in とくしま」に、愛媛同友会から 11 名で
参加してきました。この急激な変化の中で、同友会らしい企業づくりの基礎となる「労使見解」の実践を通し
て企業を変革する必要にせまられてます。

　中同協副会長の加藤明彦さんの問題提起「企業経営を通
して、より良い社会を実現するために」では、委員会が労
使見解を深く理解し、実践につなげる取り組み（企業変革
支援プログラム ver.2 も刊行開始！）を通して、人生の豊
かさを実感するための共育を行い、働きやすい働きがいの
ある企業づくりをしようと呼びかけがありました。労使見
解の生みの親のお一人でもある中同協会長も務められた
故：田山謙堂さんを偲び、県をあげて労使見解と向き合お
うと、まず松山支部第３地区会が 10 月と11 月と２か月に
渡り「労使見解」をテーマにしたタイミングとピタリと合い
ました。このあとの他支部他地区の例会や勉強会において、
参加者からこの問題提起を共有することで更に理解が深ま
ることでしょう。 
  
　次に実践報告として、広島同友会日鐵鉱業㈱の能登伸一さ
んと徳島同友会㈱シケンの島隆寛さん（２月に開催する愛媛
同友会経営フォーラムの分科会報告者）が登壇されました。
　グループ討論テーマ『激しい社会の中、経営を維持発展
させていくためどのような企業づくりが求められますか？』
で各グループで熱のこもった討論が繰り広げられました。
  
　２日目は、パネルディスカッション『経営指針をもとに
課題を捉え、「人を生かす経営の総合実践」を！』をテーマ
に中同協の経営労働委員会、共同求人委員会、社員教育委

員会、障害者問題委員会の各委員長が登壇。
　４委員会が揃って作り上げた企業変革支援プログラム
ver.2 に労使見解の実践に必要なことがすべて盛り込まれ
ています。これを活用し経営指針の実践につなげることは
必須でもあるし、会員増強の観点においても、このプログ
ラムを紹介することで、同友会で何を学び実践しようとし
ているかが明確になるなど意見が交わされました。
　そして、このディスカッション後２日目もグループ討論
が設定されており、『人を生かす経営の総合実践を広げるた
めに、どのように運動を展開していきますか？』
　会場が熱気で包まれる討論のあと、愛媛同友会の㈱フェ
ローシステムの中田琢磨さんが、次のようにグループ発表
されました！
　「人を生かす経営の実践そして、同友会の３つの目的の
実践には、４委員会単独の活動（点）ではなく、連携（線）
していくことが大切だと感じた。①全国行事に一人でも多
くの方に参加していただき多くの気付きを得ていただくこ
と　②各県でも４委員会の連携を強化すること　③企業変
革支援プログラムを活用した運動をすることが４委員会の
横軸の活動につながること　が、３つの気付きでした」
　「労使見解の聖地：徳島」に足を運び、県外の仲間たちと
２日にわたる熱く深い学びをしてきました。

寄稿：中道 昇さん
（㈲モンド／松山支部第３地区会）
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「同友会で人生が変わった。移住を語る上で同友会は外せない」。
　首藤さんの報告の中で記憶に残る言葉でした。
　首藤さんは、経営指針成文化セミナーに参加したいとい
う熱い思いで愛媛同友会に入会しました。そして、成文化
がきっかけで愛媛県西条市の先祖代々、12 代に渡って農業
を営んできた土地を離れ、今年の春に山口県長門市に移住
をしました。経営指針成文化セミナーを通して、経営指針
を作成することが移住をも決断するほどの強いエネルギー
になるということが伝わってきました。

「オーガニックが当たり前の未来を目指して」
　オーガニックが当たり前になるために必要な生産量を確保
するためにオーガニック農業ができるこの地に移住しました。

「なぜオーガニックなのか？」というとそのきっかけは、首
藤さんのお父様が農薬が原因で体調不良になったり、奥様
が美容業の仕事で薬剤によるアレルギーがでたりしたから
だそうです。自身の家族の体験、成文化セミナーを通して

作られた理念がこちら
です。「私達は、農業を
通じて、食と暮らしを
整えることを理念とし、
オーガニックが当たり
前の未来を目指してい
ます」。この志高い理念
が共感を呼び、事業が
成長する原動力になる
と思いました。

　最後に座長の私のまとめです。「強い会社が生き残るので
はなく、生き残る会社が強い」それは、変化に対応できる
会社であることです。変えていいものと、変えてはいけな
いものに気づくことが経営指針を成文化することだと思い

首藤さん（左）と奥様の陽子さん

松山支部×経営労働委員会  合同 9月ハイブリッド例会

◆ 講 師：首藤 元嘉 氏
㈱維里 代表取締役／愛媛同友会 元会員

◆ 日　時：９月 13 日（火）18：30 ～ 21：00
◆ 会　場：二番町ホール・Zoom

オーガニックが当たり前の未来に
～ 成文化セミナーで明確になった、これからの10年 ～

ます。先日お亡くなりになった京セラ創業者の稲盛和夫氏
も「志」を自問していました。経営環境が劇的に変化して
いるいま、「志」が経営者に投げかけられている問いの答え
でもあるのではないでしょうか。首藤さんのこの志をこれ
からも応援したいと思います。

寄稿：山本 康弘さん
（㈱日の出都市開発／松山支部第１地区会）
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十
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
す
が
、
一
息
入
れ
て

俳
句
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
末
の
季
語
は
沢
山
あ
り
ま
す
よ
。

◆ 

最
優
秀
賞
　

　
バ
バ
抜
き
の
流
れ
止
め
た
り
除
夜
の
鐘

大
北 
雅
浩
さ
ん
（
愛
媛
同
友
会
事
務
局
）

　
大
晦
日
に
一
家
そ
ろ
っ
て
バ
バ
抜
き
に
興
じ
て
い
ま
す
。
賑
や
か
な
団
ら

ん
の
ひ
と
時
、
外
か
ら
除
夜
の
鐘
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
カ
ー
ド
を
引
く

手
を
止
め
て
鐘
の
音
に
聞
き
入
り
ま
す
。
大
晦
日
の
独
特

の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

◇ 

特
別
賞
（
お
な
か
一
杯
で
賞
）

　
手
に
あ
ま
る
腹
に
も
あ
ま
る
大
大
根

大
野 

智
加
子
さ
ん
（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛　
元
社
員
）

　
手
に
余
る
ほ
ど
の
大
き
な
大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。
炊
い
た
大
根
の
量
も

半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
腹
に
も
あ
ま
る
」
と
の
措
辞
が
愉
快
で
す
。

◇ 

特
別
賞
（
年
賀
状
は
大
変
で
賞
）

　
年
一
の
話
題
探
し
て
賀
状
書
く武

田 

正
輝
さ
ん
（
恭
栄
自
動
車
㈱
）

　
中
七
下
五
の
「
話
題
探
し
て
賀
状
書
く
」
と
の
表
現
が
的
確
で
、
年
賀
状
に
何

を
書
こ
う
か
思
案
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
年
賀
状
を
書
く
相
手
に

よ
っ
て
、
上
五
を
い
ろ
い
ろ
な
表
現
に
入
れ
替
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
す
ね
。

◇ 

特
別
賞
（
よ
だ
れ
が
出
る
で
賞
）

　
熱
燗
と
相
性
抜
群
ず
わ
い
蟹石

川 

義
和
さ
ん
（
㈲
石
川
工
作
所
）

　
よ
だ
れ
の
出
そ
う
な
作
品
で
、
早
く
帰
っ
て
晩
酌
し
た
く
な
り
ま
す
。「
熱

燗
」
も
季
語
で
季
重
な
り
の
俳
句
で
す
が
、
作
者
の
意
図
か
ら
こ
の
言
葉
を
外

す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ず
わ
い
蟹
を
主
た
る
季
語
と
す
る
た
め
に
中

七
を
工
夫
し
て
、
堂
々
と
季
重
な
り
の
俳
句
と
宣
言
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
　（
例
）
熱
燗
と
皿
に
溢
る
る
ず
わ
い
蟹

同
友
会
で
俳
友
会

２月 投句QR

締切１月15 日

  

二
月
号 

兼
題
　

「
春
近
し
」  「
冬
三
日
月（
ふ
ゆ
み
か
づ
き
）」  「
霜
焼（
し
も
や
け
）」

「
寒
鴉（
か
ん
が
ら
す
）（
か
ん
あ
）」  「
梅
」

　
い
ず
れ
の
兼
題
で
投
句
下
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず
自
由
に
詠

ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

講
評
：
髙
橋 

大
輔
さ
ん
（
広
報
情
報
化
委
員
）

  

一
月
号 

兼
題
　

「
正
月
」　「
初
日
の
出
」　「
初
詣
」

「
数
の
子
」　「
七
草
粥
」

１月 投句QR

締切12 月９日

◇ 

特
別
賞
（
母
へ
の
愛
で
賞
）

　
賀
状
書
く
母
の
ペ
ン
先
ふ
る
え
て
る

津
田 

由
香
さ
ん
（
津
田
雅
士
会
員
の
奥
様
）

　
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
す
る
年
賀
状
が
増
え
る
中
、
母
は
毎
年
丁
寧
に
自
筆
で
書
い
て
い
ま
す
。

年
齢
の
せ
い
か
ペ
ン
先
が
震
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
母
の
様
子
を
見
て
い
る
子
の
優
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

◇ 

特
別
賞
（
一
杯
ひ
っ
か
け
て
き
た
で
賞
）

　
除
夜
の
鐘
か
す
か
に
に
お
う
ア
ル
コ
ー
ル

津
田 

雅
士
さ
ん
（
㈱
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）

　
一
杯
ひ
っ
か
け
て
か
ら
、除
夜
の
鐘
を
突
く
撞
き
に
き
た
光
景
で
し
ょ
う
か
。
煩
悩
を
払
っ
て
、

く
る
年
が
素
敵
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

木藤 容子さん

　
最
優
秀
賞
の
大
北
雅
浩
さ
ん
に
は
、
表
彰
状
と
㈱
安

心
堂
西
条
営
業
所
（
木
藤
容
子
さ
ん
：
今
治
支
部
）の

ス
テ
キ
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
防
災
食
で
す
。
全
て
５
年
保
存
し

ま
す
。
非
常
時
で
も
直
ぐ
に
、
そ
の

ま
ま
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
安

心
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
食
べ
慣

れ
て
味
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
事

で
す
の
で
、「
今
日
は
防
災
の
日
」
と

い
う
日
を
つ
く
っ
て
保
存
食
を
食
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

URL：https://anshindo-saijo-k.com/
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山﨑 晃広さん（やまさき  あきひろ）

四国中央支部
㈱ヤマサキ電機  代表取締役
産業設備の電気工事、設計、制御
〒 799-0431　四国中央市寒川町 4322-1
ＴＥＬ：0896-22-3112　ＦＡＸ：0896-22-3113
紹介者：㈱かがやき総合保険企画　森田 文子

新入会員のご紹介【１名】（10 月 15 日～11 月15 日）・会員掲示板

○会員情報変更
新 会 員 名 ： 吉田裕美
役 職 ： 代表取締役
企 業 名 ： 愛媛故繊維再生㈱
支 部 ： 松山支部第 2 地区会

人
を
育
て
な
い
経
営
者
に
成
功
な
し

秋
川
保
親
氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会  

経
営
相
談
室
長

“平成の赤ひげ”の
経
営
相
談
室
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

　
風
船
を
膨
ら
ま
せ
る
に
は
、
空
気
を
吹
き
込
ま
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
会
社
を
発
展
・
拡
充
す
る
に
は
、
人

材
を
育
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
を
育
て
な
い
で
、
数
字

だ
け
追
い
か
け
て
い
て
は
、
経
営
の
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

社
長
は
何
よ
り
も
社
員
の
成
長
を
最
優
先
に
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
し
か
し
、
と
か
く
目
先
の
業
績
や
数
字
に
目
を
奪
わ
れ
、
刹

那
的
な
対
策
に
追
わ
れ
が
ち
で
す
。
そ
の
結
果
、「
人
を
育
て

る
」
と
い
う
長
期
的
な
使
命
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、

会
社
の
持
続
的
な
発
展
は
と
て
も
期
待
で
き
な
い
。
い
い
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
は
、い
い
人
材
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

　
松
下
電
器
の
創
業
期
社
員
は
二
十
八
名
で
し
た
が
、
そ
れ
ほ

ど
優
秀
な
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ゼ
ロ
か
ら
出
発

し
た
松
下
電
器
は
、
七
十
年
間
で
売
上
高
七
兆
円
の
世
界
的
企

業
に
ま
で
成
長
し
た
の
で
す
。
単
純
計
算
す
る
と
、
毎
年
、
売

上
高
一
千
億
円
の
会
社
を
七
十
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
に
な

る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
成
長
を
実
現
で
き
た
の
か
。
そ
の

答
え
を
松
下
幸
之
助
さ
ん
自
身
は
一
言
で
語
っ
て
い
ま
す
。「
松

下
電
器
は
、電
気
製
品
を
造
る
前
に
人
を
つ
く
る
の
で
す
」
と
。

そ
の
特
徴
は
「
根
気
」
に
尽
き
る
。
こ
れ
が
世
界
的
な
松
下
電

器
を
育
て
た
原
因
だ
と
言
い
ま
す
。

　
経
営
者
は
松
下
さ
ん
の
心
を
確
り
と
受
け
止
め
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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2022年度 愛媛同友会  第６回理事会 議事録
【日時】2022 年 10 月 27 日（木）18：30 ～ 20：30　【会場】二番町ホール・Zoom
【出席】理事 23 名　委任６通　事務局員２名　　【議長】今村 暢秀　　【議事録】大北 雅浩

出席数・委任数の確認について …… 事務局

開会挨拶：田中 正志
承認事項

下記の議題について提案・意見交換を行ない、承認しました。
（１）入退会承認
（２）愛媛同友会第 39 回定時総会の会場について
　　  　メルパルクの閉館に伴い、「地元・愛媛の会場」に主

眼を置いて新たな会場の選考を行ない、「ホテル葛城」
を会場として準備を進める。

（３）大北雅浩・組織担当責任者の事務局長就任について
（４）新事務局員の採用について
　　  　元・広島同友会事務局員である竹河内博之氏を採用する。

報告事項
（１）第 11 回経営フォーラムの進捗について
　　  　記念講演と各分科会の報告者との打合せがスタート。

開催形態については、ハイブリッドはナシ。リアルを
基本として、新型コロナの影響でリアルができない場
合はオンラインとする。

（２）正副代表理事会議、各支部・委員会等からの報告
①経営労働委員会： 経営指針成文化セミナー開講。３年ぶり

の理念合宿開催
②求人教育委員会：松山大学ミューズとのＢＢＱ開催
③広報情報化委員会：1吟行句会ライブの参加者募集
　　　　　　　　　2 会報誌 1 月号は首長挨拶を掲載するス

ペースの関係で「支部情報コーナー」
は休載

④政 策 委 員 会 ：1新型コロナ施策に関する政策提言の進捗
　　　　　　　　   2 景況調査（7-9月期）の結果について。

記者発表に愛媛新聞と読売新聞が参加
⑤環境経営委員会：中同協同友エコアンケートへの協力依頼
　　　　　　　　　 e.doyu「NEWアンケート」から回答下さい。
⑥キャリア教育委員会： 松山市教育委員会と連携しての講師派遣

スタート
⑦事務局の働き方の現状について
　例会準備に関するお願い
　　1 出欠連絡の事務局との情報共有をお願いします！
　　2 グループ編成にスプレッドシートをご活用ください！

（３）全国・他団体行事について
①「 人を生かす経営全国交流会 in とくしま」参加者からの

感想共有
②  11/17、「四国ブロック役員・支部長交流会 in 高知『あし

たの役員交流会』」の参加呼び掛け

（４）2022 年度方針の総括レーダーチャートの提出状況
　　   11 月の理事会で一次集計結果を発表する。未提出の人

は早急に事務局へ提出を。
協議事項

⃝ 新理事の皆さんから「今の愛媛同友会、理事会、支部・地
区会、委員会をどう感じていますか？どうしていきたい、
どんなことをしていきたいですか？」を発表（川﨑暁子、
山本康弘、辻内秀明、好永隆之、山崎剛の各理事からご発
言いただいた。）

 ・「 理事になると、一会員だった時より学びが深くなったと
実感する。その反面、夜の時間帯の会合に参加する機会
が多く、業務と家庭とのバランスが難しいと感じている」

 ・「 自社で経営者の孤独を感じる時、理事会で相談できる仲
間が増えて嬉しく感じている。今後、次世代経営者委員
会を活性化させ、ここを入り口として愛媛同友期の仲間
が増えるような仕組みを作っていきたい」

 ・「 同友会でどう学ぶかであったり、同友会の進むべき方向
であったりを、自分事として感じられるようになった」

⃝グループ討論
（１）目的： 新理事の皆さんの意見を聞いて、これからの愛

媛同友会を語ろう
（２）グループ討論： 愛媛同友会について自分が感じている

こと、やりたいことについて
（３）グループ発表
○「 同友会の仲間の “ おせっかい ” に甘えられる関係をつくっ

ていきたい」
○「 理事全員が少なくとも年に１回は全国大会に参加しよう。

愛媛だけでなく、全国の経営者と交流を」
○「 次世代経営者委員会に加えて、シニア世代の委員会など

新しい仕組みを作って意見交換してはどうか」
○「 愛媛同友会の風土が硬直化しないよう、若い会員さんを

応援していきたい」
閉会挨拶：渡部 伸哉






